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散 逸 力 学 系 の 量 子 力 学
名大 ･理 保 江 邦 夫
自由度の非常に大きな力学系と熱的相互作用をしている力学系の量子力学的記述は,
主に非平衡量子統計力学としての理論の枠内で議論されているが,1)ここでは簡単な































それゆえこの場合われわれが用いうる唯一の有効な量子化の手法は Nelson による t確
率量子化"であるように思われる｡7)












































として導入すれば,方程式 (4),(9),(ll)および 個 により確率振巾のみたす波動方程式
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ー ?? ??? ?
? ? ? ?
?? divgrad+Ⅴ(Q't)-Q･A(t)+且 Ts(Q't)il 少(Q,t)
divgrad + Ⅴ(Q,I,-Q･A(I,･莞 rlog浩 二t)巨愉 t,u4-
をえる｡これは Kostinが heuristicに導入したシュレディンガ一 ･ランジュバン方程
式(2)と一致している｡
ここで注目すべきことは波動方程式 (14)が少に関して非線型であるにも拘らず,その





によって与えられることが t確率量子化 'の枠組の中で理論的に示 された｡
方鍵式 (14)についての詳しい議論,特にそれがエーレンフェストの定理として
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G(t,-i Iklt+.ftd si i学 一書 Q (S ) 2-γp(S)Q (S, ? (32,
という形に求められているoここで時間無限大の極限をとれば,
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